
積極的疫学調査の手順

※本資料は、令和２年度厚生労働行政推進調査事業費（厚生労働科学特別研
究事業）新型コロナウイルス感染症等に対する健康危機管理対応の人材育成
のための研究（20CA2084）の助成をうけ作成しています。
※2020年12月7日現在の情報に基づき資料を作成しています。



積極的疫学調査 実際の手順

出典：春山ら「新型コロナウイルス感染症対策における応援派遣および受援のための手引き」より
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新型コロナウイルス感染症患者に対する
積極的疫学調査

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
(感染症法）
(感染症の発生の状況、動向及び原因の調査)
第十五条
• 都道府県知事は、感染症の発生を予防し、又は感染症の
発生の状況、動向及び原因を明らかにするため必要があると
認めるときは、当該職員に一類感染症、二類感染症、三類
感染症、四類感染症、五類感染症若しくは新型インフルエ
ンザ等感染症の患者、疑似症患者若しくは無症状病原体
保有者、新感染症の所見がある者又は感染症を人に感染
させるおそれがある動物若しくはその死体の所有者若しくは管
理者その他の関係者に質問させ、又は必要な調査をさせる
ことができる。



積極的疫学調査の目的
①患者本人の情報を収集し、整理します。
②感染源・感染経路を推定してクラスターを早期
に検出します。

③次のクラスターの起点となる濃厚接触者を特定
し、新たな感染者の早期探知・クラスター追跡
の足がかりをつくります。



積極的疫学調査の対象
• 患者（確定例）
「臨床的特徴から新型コロナウイルス感染症が疑わ れ、
かつ、検査による新型コロナウイルス感染症と診断された
者」
• 無症状病原体保有者
「臨床的特徴を呈していないが、検査による新型コロナウ
イルス感染症と診断された者」
• 濃厚接触者
• 擬似症患者
「臨床的特徴等から新型コロナウイルスが疑われ、新型コ
ロナウイルス感染症の擬似症と診断された者」

引用：国立感染症研究所：新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査要領



発生届から入院・療養までの流れ
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• 積極的疫学調査手順とポイント



発生届からの情報収集











• 自分の名前と所属を名乗る
• 体調を確認する
• 積極的疫学調査の目的を説
明し、協力を得る

• 調査に要する時間をあらかじ
め伝えて負担のないようにす
る

• 情報公開や情報管理につい
ても考慮することを伝える

ききとりのポイント



聞き取りの順序

① 本人の症状や背景情
報(連絡先・同居人・
職場・学校など）

② 濃厚接触者を特定す
るための行動調査

③ 感染源・感染経路、ク
ラスターの探索



聞き取り調査時のポイント

①発症日の特定

②濃厚接触者を特定するための行動ききとり

③感染源や感染経路の探索(振り返り行動調査）



①発症日の特定

• 発熱（37.5℃以上でなくても平
熱より1℃以上高かったとき）

• 咳
• 倦怠感（だるさ）
• 喉の痛み
• 鼻水鼻づまり
• 頭痛
• 下痢
• 関節痛筋肉痛
• 吐き気
• 目の充血
• 味覚・嗅覚の異常など



②濃厚接触者を特定するための行動調査
濃厚接触者とは、「患者(確定例）」（「無症状病原体
保有者」を含む）の感染可能期間（発症日から2日前
以降）に接触した者のうち、次の範囲に該当するもので
ある。
• 患者(確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、
航空機内等を含む）があった者

• 適切な感染防護無しに患者(確定例)を診察、看護も
しくは介護していた者

• 患者(確定例)の気道分泌液もしくは体液等の汚染物
質に直接触れた可能性が高い者

• その他：手で触れることのできる距離(目安として1メー
トル）で、必要な感染予防策なしで、「患者(確定
例）」と15分以上の接触があった者(周辺の環境や接
触の状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に
判断する）



感染性期間と濃厚接触
潜伏期間

感染性期間

無症状病原体保有者

_____________________________

濃厚接触とみなされる期間
患者（確定例）

--- 発症2日前から入院、自宅や
施設等待機開始までの間

無症状病原体保有者の場合
--- 検査日の2日前から自宅や

施設等待機開始までの間

感受性 感染 発症 検査陽性
（受診）
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健康観察
自宅待機
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（2020年8月1日現在）

最長14日
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濃厚接触者の特定

最濃厚接触者

• 同居

• 閉鎖空間で長時間接触

• 感染性物質（気道分泌液や飛沫等）に

直接接触（診察や集会等）

濃厚接触者

• 適切な感染予防策なしでの会話を含む

接触（1m以内）

• 職場や学校

• 医療・介護従事等

非濃厚接触者

• 上記以外

初発患者の感染性の高さ（ウイルス量等）や行
動調査による感染源への接触状況*から感染リ
スクを総合的に判断し濃厚接触者を特定

濃厚接触者

*「3密」等







③振り返り調査

会食
飲食を伴う集まり・居酒屋・パブ・ダイニングバー・スナック・バー・ナ
イトクラブ・キャバクラ・ガールズバー・ビュッフェ・バイキング等

イベント
ライブハウス・クラブ・コンサート会場・劇場・演芸場・屋内でのスポー
ツ観戦 (剣道、柔道など)・フェス・コミケ・握手会・撮影会・トーク
ショー・セミナー・勉強会・展示会等

余暇
スポーツジム・カラオケボックス・パチンコ・雀荘・ネットカフェ・漫画喫
茶・ゲームセンター・サウナ・岩盤浴・ヨガ・オフ会・風俗・デリヘル等

移動
出張・帰省・旅行・ツアー・カプセルホテル・病院受診・高齢者施設 ・
避難所等

その他
宗教上の集まり・PTA・町会・習い事・学校行事・合宿・寮生活・シェア
ハウスやシェアオフィス等

感染リスクの高まる環境や状況





まとめ
• 保健所では新型コロナウイルス感染症患者の発生に伴い様々
な業務が行われています。ご自身が担っている業務がこのどこに
あたるのか全体を把握しながら、取り組んでいくことが大切です
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